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日本における知的障害のある人の結婚・子育て事情と支援
特定非営利活動法人 UCHI
牧野 賢一氏
川瀬 悦氏
諸石 貴幸氏（夫）、

由江氏（妻）、
七星ちゃん（子）

牧野：NPO法人UCHI 理事長の牧野です。“UCHI
（うち）”という名称は、表音文字であり、「うち」
という言葉は、相手との関係性やその場面におい
て、他者とのコミュニケーションの中で意味合いが
変化し、決まっていく言葉であります。その意味
は、家（ウチ）、私（ウチ）、家 族（ウ チ）、ウ チ
（所属）など様々です。法人の活動の中心はグルー
プホームですので、「家」（ウチ）になるかと思いま
す。
私自身はこの法人を仲間と一緒に立ち上げて５年
目ですけれども、その前に社会福祉法人で同じよう
な仕事を１５年続けてきましたので、２０年間ぐらいの
実践となります。中・軽度の知的障害、発達障害の
人たちとの出会いは、２０年間で約１００名ぐらいで
す。
その１００名の内、多くの人たちは、社会生活する
ことにさまざまな困難を抱えています。最近では行
政やマスコミでも「生きづらさ」という言葉を使う
ことも多くなりましたが、私は従来から「生きにく
さ」という言い方をしてきましたので、同じ意味合
いですがそちらを使います。UCHI は「生きにく
さ」を抱える人たちとの出会いの中から取り組んで
きた街の中の本当に小さな実践です。
最初に、知的障害や発達障害のある人の結婚、出
産、子育てに関わるベースになっていることをお話
させていただきたいと思います。
（スライドの写真）これは２０１７年の忘年会です

が、誰が障害のある人かどうか分からないですよ
ね。グループホームに住んでいる人たちやグループ

ホームを出た人たち、あとは地域でそうした人たち
にかかわっている人たちが集まって撮った写真で
す。
皆さんの手元の資料にはありませんが、私がつ

くった追加の資料です。先ほどのキャサリン・ワイ
ドさんのお話でも、調査の対象になるのは顕在化し
ている人たちということですが、実践の中では潜在
化している、いわゆる手帳を持ってない、障害の認
定をされてない人たちとの出会いもこれまでにかな
りありました。
いったいどれくらい潜在化している人たちがいる

のかということを、私が支援を行っている神奈川県
のデータから予測を立ててみました。平成２６年（２０１４
年）度では、障害児者全体では３５％ぐらいしか顕在
化してないということが予測されます。特に軽度知
的障害のある人は１５％程度で、障害が重くなれば顕
在化していくということになります。
平成１８年度からこのデータを取ってきましたが、
平成２６年度までの８年間で急激に顕在化率が上がっ
ています。いくつかの要因は考えられると思います
が、平成１８年度というと障害者自立支援法がスター
トした年です。国や地方自治体の義務として障害の
ある人のサービス基盤をつくっていくという手続き
法が施行されて、急速に基盤整備が進んだことで、
利用しやすくなったことが考えられます。
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もう１つの要因は就労の問題だと思います。２０年
ぐらいで、特に知的障害の人たちの就職先が大きく
変わってきています。私が取り組んだ頃の主流は単
純な作業の製造業でしたが、今はサービス業です。
例えば名の知れた企業では、マクドナルド、ユニク
ロ、GAPなど、必ずしもバックヤードだけでな
く、フロントに出ることもあります。社会の産業構
造の変化によって就労先が大きく変わり、そこに対
応できない潜在化した人たちが就労支援を求めてい
ることも考えられます。
さらに、一番大きいのは地域の変化かもしれませ
ん。地域が支えるコミュニティケアという力学が急
速に変化をしていて、地域のインフォーマルなケア
の力が低下し、知的障害のある人たちの顕在化が進
んでいる状況があることも考えられます。このよう
な状況があるということを前置きしながら、説明に
入っていきたいと思います。
そうした人たちの求めるニーズに対して、障害福
祉サービスとして対応する仕組みはできてきたので
すが、その対応だけではうまくいかない人たちが私
たちの元に来ます。従来の障害福祉のサービスの枠
組みの中で対応してもうまくいかない。支援という
ものが空回りしていくような状況があり、いろいろ
と考えさせられました。
先ほどのキャサリン・ワイドさんのお話にもあり
ましたが、彼らの問題や課題にばかりに目を向ける
のではなく、そこに至るまでに大きな問題があり、
常にその視点を持ちながら取り組む、かかわること
が必要だと考えます。私はかかわるという言葉が好
きですけれど、かかわることが必要だと、彼らとの
出会いと実践の中で気付かされました。
その着目点というのが「関係障害」であり、「関

係支援」の必要性です。関係障害という言葉は概念
化された言葉ではなく、私が勝手に言っている言葉
だということを承知して、聞いていただきたいと思
います。
人は生まれてすぐに、家族に守られて、安心して

生活ができます。その相手との関係の中で安心感を
得ることが人生の出発点となり、やがて成長して、
首も据わってハイハイから自分の足で歩くようにな
り自分で移動するようになるといろんな人に出会っ
て交流が生まれます。家族以外の人たちとのかかわ
り、大人に成長していく中で、多くの人たちとの関
係がつくられて獲得した中で、社会の現実を生きて
いくわけです。
社会の現実は、必ずしも優しくないわけです。競

争社会の厳しい現実の中で強いストレスを抱えてい
く。そうした中でその人らしい暮らしを実現するた
めには、多くの人たちとのつながりの中で自分らし
い暮らしに向けて自己決定をしていくということ
が、人の暮らしや人生の道筋ではないかと思いま
す。
ところが、障害があることでそれがうまくいかな

い。まず出発点としての家族との関係や身近な人た
ちとの関係がうまくいかない中で、就学期以降はよ
り多くの人たちと出会って関係をつくっていかない
といけない。それに対してなにがしか調整するよう
な配慮や支援がない中で、社会に出て行かざるを得
ない。まさにこれが「生きづらさ」、「生きにくさ」
につながっていくと思います。
そういった人たちへの関係支援の環境としては、

グループホームが非常に適してると考えています。
実際グループホームで取り組んでいる関係支援です
が、まず身近な人たちとの間の相互関係をつくって
いくことを調整します。
日常生活の中で、話を聞いて受け止め、こちらの

意見を伝えるというかかわりが精神的な支援にな
り、グループホームの中では多くの人たちと一緒に
共同生活をしているので、そこでさまざまな他者と
の問題が起こりますが、ミーティングやグループ
ワークをしながら問題を解決していく。これが関係
確認になっていく。そこの中だけでは解決していけ
ない問題に関しては、新たにつながりをつくって解
決していく関係調整ですね。
さらにより多くの人たちとの社会関係をつくるた

めに、多くの出会いと参加のきっかけをつくる。移
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動を支えるというと制度的な移動支援をイメージし
てしまいますけれど、イメージ的には社会へアクセ
スしていくような支援です。日中活動との調整で
は、より多くの人、社会との交流を支援していく。
そういう中で、出会いがあって交流が生まれれば、
その人の中にいろんな思いが生まれてくるわけで
す。それを表現していくことで、個人の課題を社会
で共有する、すなわち表現する支援を行っていま
す。
後ほど、当事者の人たちに話をしてもらいます
が、自分史作成支援ということをやっております。
１５年ぐらいで３０名の人たちの自分史作成支援に取り
組んできて、大学など様々なところで当事者たちが
自分史を発表する機会を与えられています。
（スライドの資料）自己決定についてお話しま

す。私自身は身近な人との関係の中で何か物事を決
めていくというのは、あえて意思決定と言っており
ます。身近な人からさらに関係が広がり、より多く
の人たちとの関係、つながりの中で何か決めていく
ことを自己決定と、勝手に分けていますが、まだ日
本には意思決定と自己決定のしっかりとした概念整
理ができていません。
障害福祉の中では、今まで我々は自己決定と言っ
てきたことが、いつの間にか、制度的に意思決定と
いわれるような状況になっているので、あえて私は
自己決定という言葉にこだわりたいと思っていま
す。
これはあくまで私見ですが、つながりがあまりな
い中で何か物事を決めるときは、限られた情報の中
で自分自身の主観性に依存するところがかなり多
い。そこから、人とのつながりができてくることに
よって、他者との関係の中で物事を考えたり、決め
ていくという、相互主観性の中で物事を決めてい
く。これを私は意思決定として整理しております。
さらに他者との関係が広がっていくと、直接的に
関係しない人間もその人の意思決定に影響を与えて
くる、相互関係のネットワークがもたらされると考
えています。そういった、身近な人との相互関係が
広がり、多くの見えない人との関係も含めて広がっ
ていった時に、私という存在が、多くの人たちとの
関わりの中で物事をいろいろ決めていく、いわば、
「主観としての私」から「客観としての私」にスラ
イドしていく中で、「自己」というものが形成され
ていくのではないかと考え、私自身はこれを自己決

定と呼んでおります。
（スライドの資料）先ほどお話した、自分史作成

支援ですが、軽度障害といわれる人の支援がうまく
いかない、空回りが起きてしまうことがよくありま
す。私たちが出会った人たちの半分以上は家族から
虐待を受けてきた人たちで、児童福祉法で保護され
たり、中には矯正施設に入っていた人などもいま
す。
福祉的な支援によって、生活が安定していくと、

ある時、これまでつくってきた生活を自ら壊してい
くことがあるんです。そんな時、本人と対話をして
いきますと、過去の負の経験や自己肯定感の弱さに
引っ張られているのではないかと考えました。先ほ
どのキャサリン・ワイドさんの話でも、否定的な経
験が多いから新たなことにチャレンジできないとあ
りましたが、生活を構築していくときに、それらが
かなり大きな力として足を引っ張ってしまうんで
す。
それがぼんやりと見えてきたときに、彼らの言葉

でこれまでと今をつなげて、さらにこれからを考え
ていくことの必要性に気がついたのです。あくまで
自分史作成支援というのは、彼らのエピソードをわ
れわれが聞き取って、それを記述していって整理し
ていくという、そういう取り組みの伴走役なんです
ね。
聞き取りでは、パソコンでエクセルを使います。

表計算ソフトなので箇条書きと並べ替えができて、
一番重要なのは振り仮名の機能がワードよりも簡単
に使えることです。自分の語ったことがその場で文
字でも確認ができます。知的障害の人たちの話は、
よく時系列が飛びますが、飛んでも構わずに記述し
ていきます。それを後で確認しながら並べ替えてい
くと、自分の古いエピソードから今のエピソードま
でが、自分の言葉によってつながります。こうし
て、自分の歴史の連続性の確認によって過去が統合
化されると、今いる自分が見えやすくなり、この先
の自分をイメージしやすくなると考えています。
自分史作成支援の聞き取りの中では、否定的な過

去の話になることがありますが、支援者が立ち入ら
なくても、彼らからその事を話す時があります。今
こうして落ち着いているということは、その人なり
に乗り越えているわけですから、それを最大限に評
価していきます。否定的な過去の肯定化、そんなこ
とも自分史作成支援の重要な取り組みです。自分史
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は一度つくって終わりではなく、節目ごとに更新し
ていくと新たなエピソードが加わったり、以前語っ
たことが違った形で表現されることもあるのです
が、人の過去はその時の人や社会との関係性によっ
て様変わりするものだと実感します。
自分史作成支援によってつくられた自分史を当事
者が発表する取り組みも行っています。東京大学の
教養学部のゼミでは４年間で８名が発表したり、大
学や学会、福祉関係者の研修や資格研修、親の会の
研修、一般向けの障害者差別解消法の研修など、こ
れまで１５年間で１００回を超える、発表の機会を与え
ていただいています。
人間と他の動物の違いというのは「共同性」、つ
まり共に生きるすべを獲得してきたということだと
思っています。人は人生の中でそれをしっかり獲得
したとき、家族を獲得することも含めて「幸せ」を
感じるのではないかと考えています。
障害があることでそれをうまく獲得できないこと
があり、その共同性という生きるすべをしっかり回
復していく必要があるんだと思います。関係障害と
いう視点から関係支援という個別な取り組みがなさ
れなければならない。それは社会から隔絶した場で
特別になされるものではなく、地域の中で、社会の
現実の中で、個別になされなければならないと思い
ます。本人の課題とか責任に依存するのではなく、
共同性を育む支援が必要だと考えて、特定非営利活
動法人UCHI としては、グループホームで取り組
んでおります。
（スライドの資料）すでに述べたようにこれまで
に受け入れた人たちの多くが家族から虐待を受け
て、家族の喪失感を持っている人たちであり、彼ら
から突き付けられたニーズが、家族をつくるという
ことだったんですね。
今まで６組ぐらいの人たちの出産の自己決定に関
わってきましたが、産まないという選択は最初から
なかったです。ですから、したいということをする
ためにどうするのかということを本人たちが考える
プロセスが、まさに自己決定に向けての支援であり
私たちの関係支援のかかわりだったと思います。
資料のとおり親から虐待を受けた人たちがほとん
どで、家族関係が良好な人はわずか１人でした。
子どもの状況は、１人が２組。２人が３組。６人
が１組と、知的障害のある人たちはどんどん子ども
を産むというような偏見による声もありますが、そ

うではありません。知的障害のある人たちの出産の
一番の関心事になる、子どもに障害があるのかとい
うことでは、一般的な数字よりは多いと思います。
ところが、６組の子どもの数は１４名ですが、児童

福祉法による一時的な保護はありましたけれど、保
護されている子どもはゼロです。一時的な保護も子
どもの障害を理由とした母親からの相談によるもの
で、４組の障害のある子どもへの母親の対応につい
ては、むしろ評価を受けています。というのは、子
どもに障害があっても子育てに前向きで、彼らが支
援を受けてきた経験からか、相談してさまざまな地
域の資源を使い、孤立しないんですね。自ら障害が
あるが故に障害のある子どもが生まれたときに、孤
立せずにそこに多くの人たちがかかわり子育てをし
ています。
生活の場としては、グループホームを退居した人

は４組で、現在２組の人たちがグループホームの中
で生活をしております。ただ、独立型住居といって
２ＤＫ、３ＤＫの住居を夫婦で占有して生活をして
いる状況です。今日はその１組のご夫婦、諸石夫妻
に後でお話をしていただきます。ここから、６組の
夫婦の支援については、グループホームの川瀬所長
が話をします。
川瀬：初めまして。グループホームUCHI の川瀬
と申します。私は牧野と同様に、グループホームに
関わって約２０年になります。レジュメのほうのＡ家
族からＥ家族についてお話ししようと思っておりま
す。よろしくお願いします。
Ａ家族からＥ家族まで全て、いわゆるでき婚、さ

ずかり婚のケースの人たちです。まずＡ家族からで
すが、２００２年に彼がグループホームに入居してきま
したが、すぐ家出をするということがあって、「ど
うしたの？」と尋ねると「彼女が妊娠している」と
いうことが分かりました。いろいろと話し合った結
果、法人としてグループホームを新たに建て、この
カップルを支援していこうということを決めまし
た。
その頃に、レジュメ２ページ目になりますけど、

Ｂ家族の、彼女のほうが同じ時期に児童養護施設か
らグループホームに入居してきました。入居から１
年後に妊娠が分かり、その新しい２つの家族をグ
ループホームで支援することとなりました。
当時は、まだ障害者が子どもを産むということが

非常に社会から否定的に見られていたので、私たち
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は行政からも医療機関からも反対されるような言葉
を浴びせられたのですが、私はグループホームの職
員の仲間の中で、産ませないための支援ではなく
て、産むか産まないか選択の支援をしていこうとい
うことで本人たちと話し合って、最終的に産むとい
う結論を彼女たちが行い、支援してきました。
いろいろとケース会議をする中で様々な人が関わ
ります。会社の上司だったり、養護学校の先生だっ
たり、彼らを古くから知る児童養護施設の職員だっ
たり、児童相談所（以下児相）の職員さんも関わり
ながら、産んだ後も、その人たちも遊びに来ても
らったり、民生委員だったり保健師だったり地域の
資源を使ってきました。
ただ、一番行政の動きが遅くて、実はＢ家族に
は、生まれた時に子どもに難聴の聴覚障害があった
のですが、お母さんにガイドヘルパーを付けたい
と、役所と交渉したところ、やはりその当時は知的
障害の人が子どもを産むということが想定されてい
なかったので、ヘルパーは必要ないだろうと言われ
たりしたこともありました。
Ａ家族、Ｂ家族は入居から１年後に、それぞれに
グループホームで支援を受けることに窮屈もあった
んでしょう。自分たちの力で地域で暮らすという意
志を示して、退去後の支援として何があるかを皆で
確認しながら見送りました。
現在は、両家族ともお子さんたちに障害がありま
すが、いろんなサービスを使いながら家族で二人三
脚で過ごしています。ちなみに、Ｂ家族は時々やり
とりをしているので、その後に第２子が生まれ、元
気で過ごしているのがおとといの電話で確認できま
した。
Ｃ家族ですけども、Ｃ家族はＢさんの妊娠と同じ
頃に女性が妊娠をしました。実はその彼女は入居
前、学生時代からいろいろなトラブルが多くて、お
父さまの判断で何度も中絶を繰り返していたのです
が、母体に影響があるということや彼女自身が二十
歳になるというタイミングで自分で産むという選択
をしたんです。その後に、妊婦になるということで
私たちのほうでもいろいろと本人と話をしたりした
のですが、職場の無断欠勤だったり、家出だった
り、結果的に栄養失調で入院したりなど、母親とし
ての支援の取り組みをどういうふうにしたらいいか
ということで、地域の助産院と連携をしたりという
こともありました。

また、男性のほうに関しては直接の入居者ではな
く福祉につながっていないけれど障害がありまし
た。本人と話し合って手帳を取得し、出産後には夫
婦で地域で暮らすということで、地域へつなげまし
た。
この家族が一番子だくさんですが、生育歴を見て

いくと６人も本当に育てられるのか、と思われるこ
ともあるんですけど、私たちも子どもがどんどんで
きてしまっているという情報を聞いてちょっと心配
しました。でも、１人も児相に預けずに今も地域の
資源とか保育園とか、保健師とかと関わりながら
やっているということを聞いています。ここは直接
やりとりは、今していません。
次にＤ家族です。Ｄさんはシングルマザーで子ど

もを育てている経験があります。妊娠が分かった時
に男性とはうまくいかずに、第１子を出産後にすぐ
に男性とは音信不通になってしまったので、弁護士
を通じて交渉しました。結婚は結局できなかったの
ですが、シングルとしてグループホームの中で生活
をしました。
グループホームの中ではもともと共同型に暮らし

ていましたが、独立型のワンルームタイプのグルー
プホームを調整し、母子で住んでもらいました。
その母子で過ごして２～３年たった頃、入居者同

士で、第２子を妊娠しました。当然妊娠した時には
産むか産まないかという話し合いを私たちはしてい
くわけですが、本人はどうせ反対されると思ってい
たようで、ぎりぎりまで職員には言わず、第２子は
産むということにならざるを得ないということにな
りました。産むと同時に地域で暮らすことになった
のですが、男性からＤＶなどがあり結局離婚して、
２人の子どもをシングルで育てて地域で生活すると
いう形になりました。
でも、もうその頃、３～４年前には、地域の資源

でＤ家族を皆さんが支えてくれていて、保健師とか
がよく訪問してくれたり、保育園の運動会もその保
健師が、おそらく保健師としての枠を超えて、おば
あちゃん代わりに保育園の運動会に来ていたりだと
か、そういうふうにしてくれたので、とても彼女は
助かったと思います。その後、ずっと仲良くしてい
た男の子と結婚し、お子さんの実父ではないけれ
ど、今４人で暮らしています。たまにこちらのほう
にも遊びに来たりしています。
これがつい最近生まれた、Ｅ家族夫妻の病院での
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写真です。３月６日なので半年ですが、配布資料の
中の手をつなぐの原稿、写真付きで入っているカッ
プルのことです。
ちょうどその写真は、実は妊娠が発覚した１週間
後の写真なので、出産、子育てという意思決定支援
に関わっており、写真は笑顔なんだけど、ほんとは
ちょっとひやひやしてるというようなＥ家族。グ
ループホームでこの２人は恋愛に発展し将来を約束
して結婚して諸石さんみたいに家族をつくりたい
ねっていうところで、同棲生活をまずはしていこう
ということで、グループホームの住居で同棲用のグ
ループホーム、３ＬＤＫのところで２人で住むよう
な形になりました。
同棲してからすぐに計画外で妊娠が分かって、ど
う選択していくか面接を繰り返し、最終的にはケー
ス会議を開いてもらって、２人の意志をそこで表明
して、産むという形でこの３月に出産をしました。
現在、ママは育休を取得し、グループホームで家
族で住んでいます。地域活動でボランティアとして
調理の補助をしたり、あとは子育て経験のある人た
ちと関わりながら、最近グループホームから２～３
分の所に子育て支援センターができて、そこに遊び
に行ったりして子育てを頑張っています。
それでは、諸石家族、お願いします。七星ちゃん
もどうぞ。嫌ならいいよ。お待たせしました。ナナ
ちゃん、カラオケ行ったことあるからマイクは持っ
たことあるよね。諸石家族です。よろしくお願いし
ます。
まず旦那さん、先に自己紹介お願いします。
諸石貴幸：諸石貴幸です。今は普通の会社で働いて
て、たぶん知ってるとは思うんですけども、製パン
工場で働いてます。よろしくお願いします。
諸石由江：同じく、諸石由江です。私は総合病院の
看護助手として働いています。よろしくお願いしま
す。
川瀬：諸石七星ちゃん。
七星：はい。
川瀬：何歳ですか。
諸石貴幸：諸石七星です。今１歳と１０カ月。もう少
しで、あと２カ月で２歳になります。
川瀬：レジュメのほうには、何ページかにわたって
るんですけども、それぞれの今までっていうのが簡
単に書いてあるんですが、そしたら、２人の出会っ
たなれそめを教えてください。もう長いですよね。

一番最初に付き合ったのは何歳でしたっけ。
諸石由江：私が高３の時に知り合いました。
川瀬：では、なれそめを、紹介をお願いします。最
初にあいさつがあるので、ご自身で準備しているの
で、よろしくお願いします。

諸石貴幸：初めにざっと簡単に説明すると、高校生
の時に部活で知り合って、学校は違ったんですけ
ど、学校同士のバスケットの知り合いで付き合うこ
とになって、そのうちグループホームに入る時にお
互いに違うグループホームにいて、結婚目的ってこ
とを、牧野さんに相談したら、じゃあ、うちのグ
ループホームに入ってまずは同棲からにしましょう
ということだったんですけど、結局同棲はしなかっ
たんですけども、自分のいろいろごたごたがあって
一回別れたりとか、グループホームを出たりとか、
そういうことが多々あって。
４年、５年前ぐらいに付き合い始めて、今結婚し

て子どもができたという、簡単な話になるんですけ
どそんな感じになります。
川瀬：最初にグループホームに貴幸さんが入って
て、由江さんがそのグループホームに追っ掛け女房
的に来たんですよね。だけど、一緒に暮らそうと
思ったけど破局しちゃったと。でも、何年間も別々
でいろいろそれぞれあって、グループホームを飛び
出したんですよね、２人ともね。
飛び出したこともあっていろんな経験をして、自

分たちの中でそれぞれ最初に諸石さんが、やっぱり
支援を受けたいということで相談になって入居。由
江さんも、地域生活に困った困ったっていうことも
あってまた帰ってきて、２人は再会をしてグループ
ホームで一緒に結婚しようということでゴールイン
しました。
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妊娠は計画的だったんですよね。将来は子どもを
持ちたいということで、そういった状況の中でナナ
ちゃんを妊娠したという形です。幾つか質問を事前
に、ちょっと考えてきてもらってるものもあるの
で、それをお話ししたいと思うんですが。
まず、子どもが生まれてからの生活っていうのは
どんなふうに変わりましたか。
諸石由江：子どもといる時間が増えたことに対して
と、あとやっぱり仕事の時間も減ったりとかで、子
どもといる時間と遊ぶ時間も増えたことです。
諸石貴幸：うちは仕事がすごい忙しくて結構複雑な
時間があって、子どもが生まれてから、熱を出し
た、途中で何かあったとか、保育園から連絡があっ
たとかっていうときはやっぱり仕事中心じゃなく
なってきて、今度は子ども中心に動くようになった
のかなというのが一番大きいかなと思っています。
川瀬：貴幸さんは、夜勤やって日勤やって、夜勤
やって日勤やってっていう１週間ごとの交代制の中
で、そこで子育てを連携したりしているんですよ
ね。
諸石貴幸：そうですね。帰ってくるのもすごい遅
かったりとか、夜中の１時、２時までというのが
多々あるので、子どもをかみさんに任せっきりとい
うのもあるんです。
川瀬：一番たぶん、ホームの中で働いてますよね。
入居者の中で働いてる時間が長い。由江さんは真面
目に仕事頑張ってますよね。
この１５年で２人ともかなり変わって、いろんなや
んちゃなこともあったんですけど、外でいろんなこ
とを経験したっていうこともあるんでしょうけど、
守るものが七星っていう明確に現れて、頑張りとか
踏ん張りがとても今あるんじゃないかなっていうふ
うに、見てて思っています。
あと、障害があることで子育てに困ったことはあ
りますか。
諸石由江：困ったことはないです。今子育てが一番
楽しいし、仕事も楽しいのであんまり子育てに困っ
たことは一度もないです。
諸石貴幸：今は、子どもが生まれてから全部、市役
所とかいろいろ手続きっていうのは基本自分たちで
やってて、保育園手続きのちょっとサポートはグ
ループホームでやってもらったんですけども、今は
特にないのかなという感じです。
ただ、ちょっと心配というか、困ったことではま

だないんですけども、子どもがもし大きくなった時
に、お父さんとお母さんが障害者だったということ
に気付かれた時に、どう対応していいのかなという
のは、ちょっとあります。
川瀬：実際にそういったことを誰かに相談したこと
はありますか。
諸石貴幸：特にそこまではないのかな。徐々にそれ
は大きくなりつつ考えていくべきなのかなと。た
だ、どうやって考えるのかっていうのはちょっと分
からない。
川瀬：でも、ほかの家族の人たちや先輩ママたちも
いるから、ママたちにも相談できたりするのかね。
諸石由江：障害者に対して、何ていうんだろ。ママ
友に相談するっていうのはあるかもしれませんが、
それは七星が大きくなったら話してみようかなとは
考えてます。
牧野：ママ友に自分が障害があるんだっていうこと
は話してる？
諸石由江：はい。ママ友には。一般の女性なんです
けども、ママ友にちょっと私が障害者であることを
打ち明けたら、なんでもっと早くぶっちゃけ言って
くれなかったの？みたいなことは言われたんですけ
ど、言ってもいいかなとは思ったんですけど。分
かってくれる人たちがいたのでそれは良かったなと
思ってます。
川瀬：ちょっと深いところの話になるかなって、そ
れは質問とかもあればですけど、そういうところに
答えられればと思います。
最後に、どんなサポートを受けたいと思っていま

すか。
諸石由江：やっぱり大人だけじゃなくて、子どもに
もサポートしてもらいたいなっていう部分もありま
す。
諸石貴幸：現状今グループホームの中では、家族っ
ていうより一人一人のサポートになっちゃってて、
家族とか子どもができたことでそういう家族の支援
のサービスっていうのはまだ行き届いてない部分が
あるのかなというところがあって。
そこのところを支援してもらいたいなって、サ

ポートが欲しいなっていう感じです。独身と結婚し
てから、子育てしてからっていうのと、やっぱり生
活ががらっと変わってきて、また社会としてどうい
うふうに生活していくのかっていう中でのサポート
が欲しいなっていうのはあります。
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牧野：家族全体を支援するって言うこと？

諸石貴幸：そうです。
牧野：２人とも生い立ちは複雑じゃないですか。由
江さんはほんとにいろんなことがあって、私は今こ
こで由江さんがこうして話していることさえも不思
議に思えるところがあって。
貴幸さんもいろいろありましたよね。ここまでの
道のりの中で自分にとって何が大切なのか、大切と
思えるかということを教えてください。
諸石貴幸：大切っていうのはやっぱり今家族ができ
て、家族を一番に考えなきゃいけないかな。今まで
は自分１人で行動してたりとかやってたんですけど
も、子どもができて、かみさんもいて、２人を守っ
ていかなきゃいけないというところと、大切にして
いかなきゃいけないというのが一番かな。
諸石由江：自分も一緒で、自分も１人で生活してた
んですけど、家族ができて子どももできて、一番は
家族っていうのは大事にしなきゃいけないっていう
のもあるし、あと子どもも大事にして、旦那も大事
にしてっていう形です。
川瀬：ありがとうございます。
牧野：こういう機会というのは、本人たちの声を聞
いて、一つ一つの声から私たちはいろいろなことを
想像して、自分のこととして考えることが必要であ
り、本人たちの発信の力は、ものすごく大きなもの
を秘めてることを感じます。キャサリン・ワイドさ
んの話にもありましたけれど、当事者の能力にばか
りに目を向けるのではなくて、さまざまな人たちと
のつながりと支えの中で、結婚や子育てという家族
をつくるということが可能になっていくのだと思い
ます。
人は家族に守られて、家族からいずれは離れてい

かないといけない宿命がありますが、その現実の先
には、それぞれにとっての自分らしい家族をつくる
というニーズがあり、そこに私たちはしっかりと向
かい合っていくことが必要だと思います。
具体的に、じゃあ、どうしたらいいのかというよ

うなことを、当事者も含めてこういう機会に考えて
いきたいと思います。親から子へ脈々と続いてきた
命のバトン。これは人として生まれてきた者にとっ
ては共通の問題であり、家族をつくるということ
は、人間としての基本的なニーズであって、最も重
要な権利だということを、結びの言葉にさせていた
だきたいと思います。皆さん、ご清聴ありがとうご
ざいました。
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Chapter 2-2

『私らしい暮らしや生き方を支援する』
社会福祉法人 愛育会 障害者就業・生活支援センター わーくわく
佐野 和明氏

佐野：徳島県の松茂町から来ました佐野和明といい
ます。普段は障害のある人の働く暮らしをサポート
しています。皆さまのお手元にはシンポジウムの資
料として、概要的なことを書いたものしかありませ
ん。今から紹介するスライドには、たくさん写真を
使っています。会場の皆さんには見てもらっていい
と了解をもらっていますが、資料の配布や持ち帰え
りは困ると、ご本人さんたちから言われています。
前に映るパワーポイントを見てもらいながら話を聞
いてもらえたらと思います。では、座って話をさせ
てもらいます。
午前中にあったキャサリンさんの話はとてもため
になりました。僕は未熟な支援者だと自分のことを
思っているので、キャサリンさんの言う「能力を妨
げている支援」や「先入観にとらわれていない
か」、「システムによる虐待というのはないか」、が
自分の日常の支援にあるのではないかと考えながら
お話を聞きました。
また、支援を受けること自体が障害のある本人の
誇りを奪ってしまってはいないか、ということも、
キャサリンさんのお話を聞いて考えていました。
最初に、自己紹介をします。徳島県の場所は分か
りますか。徳島県の場所が分かる方、手を挙げても
らえますか。（会場：挙手）意外といたんでびっく
りしました。ありがとうございます。
（スライドを説明）日本地図の中で、赤いところが
四国。四国の中でしるしが付いてる所が徳島県にあ
る松茂町です。松茂町は鳴門海峡に渦潮が巻いてい
る鳴門市と、吉野川という大きな川の河口がある徳

島市の間に挟まれた町です。面積は１４キロ平方メー
トル、人口は１５，０００人ほどの小さな町からぼくは来
ました。
小さな町ですが徳島空港があります。では、空港

があるから都会のような町なのかなと思われるかも
しれませんが、道路の裏１歩入るとこのようにサツ
マイモの畑が広がっている田舎の町です。そういう
小さな町での実践を紹介したいと思います。

結婚や子育ての支援が始まったきっかけについて
です。１９８４年に若竹通勤寮ができました。通勤寮と
いうのは、知的障害のある人が福祉施設の生活から
地域生活へ自立していくための施設です。
この年から、障害のある本人の想いや願いを中心

にして、地域生活へ移っていく支援が始まりまし
た。この年、早速何人かの人が通勤寮を経過して１
人暮らしを始めたり、実家の家庭生活に戻ったりし
て、地域生活の支援が始まりました。
１９８６年、縁談の話があって、お嫁さんとして嫁ぐ
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という形で、通勤寮から地域生活を始めた人がいま
した。初めての結婚支援です。また同じ年に、施設
生活が長かった方ですが、施設で以前から交際して
いた２組のカップルが結婚して、町内で新生活をス
タートさせました。
この写真は当時の結婚式の様子です。今風ではな
いかもしれません。この年以降、現在までに３０組の
カップルが生まれました。
子育てについては、１９９０年に支援をしている人が

初めて出産をしました。このカップルはもう１人、
子どもに恵まれました。翌１９９１年に結婚したカップ
ルも、２人の子どもに恵まれました。
ただし、私たちは結婚カップルや子育てだけを支
援してきたわけではありません。１人暮らしやグ
ループホームなど、施設の生活から地域生活へ、本
人の想いや願いを中心に、たくさんの人が自立して
いった。その中に、２人で支え合う暮らしを選ぶ本
人がいた。子育てを始める本人がいた。そして、そ
れぞれに必要な支援を行ってきたということです。
現在、福祉制度の移り変わりとともに若竹通勤寮
はなくなりました。今は愛育会地域生活総合支援セ
ンターという名前で、さまざまな事業のスタッフが
集まって総合的に地域支援を行っています。本人の
想いや願いを中心に支援するというスタンスは変わ
らないままです。もともと知的障害のある人たちが
地域で自立していく施設が若竹通勤寮でしたが、今
は、障害種別を問わずに支援しているという点と、
広いエリアの生活相談とか仕事のサポートを行って
いる点が以前と違います。福祉施設から地域生活に
移行する支援ノウハウを、広域の在宅支援に生かす
ようになったということです。午前中にあったキャ
サリンさんの話でいうところの、福祉システムの枠
の中にいる人と、コミュニティの中にいる人の両方
を、障害種別を問わずにサポートするようになった
ということです。
コミュニティの中にいる人たちの中にも、たくさ
ん子育てされてる方やカップルがいらっしゃって、
そこに対するサポートもしていますが、今日は福祉
システムの枠の中にいる人、つまり、福祉施設から
地域生活に移行した人のことに限定してお伝えしよ
うと思います。
１人暮らしとかカップル、グループホームなどの
地域での暮らしや働くことについて支援をしていま
したが、そのうち、現在支援をしているカップルは

１７組です。お手元の資料は「１６組」となっています
が、１７組が正解です。訂正をお願いします。
カップルの暮らしのスタイルはさまざまです。１

ＤＫで狭めの民間のマンションに暮らすカップルも
いますし、４ＬＤＫの一軒家に暮らすカップルもい
ます。住まいの選択は、県営住宅や町営住宅といっ
た公営住宅、民間のマンション、一軒家、持ち家な
ど、本人の好みや会社との位置関係、支払うことが
できる家賃額などで変わります。
写真の上の２組は、グループホームの制度を利用

して暮らしているカップルです。上の右側のカップ
ルはより自立した生活に憧れて、食事づくりをグ
ループホームの世話人さんに頼らずに、自分たちで
していました。だけど、食事がとても偏ってしま
い、今は世話人さんがつくる食事を食べています。
「安くて量の多い物ばっかり買ってました。」
左上のカップルは、朝ご飯とお弁当を自分たちで

つくってます。ただ、男性がお金を必ず使い込むの
で、生活費をできるだけ自己管理したい気持ちと裏
腹に、女性がこのように頼んできました。「お金だ
けは事務所でもっといてほしい。」
下の２組は、グループホームではなく自活して生

活を送っていますが、右下のカップルはヘルパーさ
んを利用しています。「昔は支援にたよるのが嫌い
でした。」
左下のカップルは、自分たちでちゃんとすること

にこだわり過ぎて、肩凝りがひどくなり口内炎がで
きました。「最初、手作り料理にこだわって肩がこ
りました。」
それぞれの夫婦にそれぞれの暮らしがあり、それ

ぞれにコメントを頂いています。
どれぐらいの支援を受けるのか、どのような暮ら

しのスタイルを選ぶのか、２人で決めます。
グループホームの制度を活用して、５組のカップ

ルが暮らしています。自活との大きな違いは、グ
ループホームだと朝夕、ほぼ毎日、支援が入る点で
しょうか。
また、同棲生活を支援することもあります。グ
ループホームで同棲生活をすることもありますし、
自活して同棲生活をすることもあります。
（写真の説明）敏感な方は気が付かれたかもしれま
せんが、同棲生活で写っている写真と、ここの写真
のパートナーが入れ替わってたり、違ってたりしま
す。もちろん同棲をしてそのままカップルになる人
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たちもいますが、同棲をした結果、お別れするカッ
プルもいます。また、同棲をする話し合いをして同
棲を迎えるカップルもいますが、転がりこんで同棲
するみたいな、押し掛け女房的な同棲開始もありま
す。ちなみに、今、現在進行形の同棲カップルは左
上のカップルです。僕も同感しますが、どれだけ好
きであっても、一緒に暮らしてみないと分からない
ことはあります。もちろん、同棲をせずに結婚する
というカップルもいらっしゃいます。
１７組の中には事実婚という選択をしているカップ
ルがいます。左上のカップルは晩婚カップルです。
今年で、お２人とも７０歳になりました。「年やけ
ん。籍は入れんでも」「どっちが亡くなっても名前
変えんでいいから楽じゃ」と言います。
今年、女性のほうが骨折をして入院しましたが、
２人の暮らしについては「入院生活から帰ってきた
ら１人じゃないから寂しくない。２人でおったら楽
しいよってみんなに言うといて」と言ってました。
右下のカップルは、自分の名前を大切にしたくて
事実婚にしました。このカップルのことを話すと、
「反対があったんですか？」と聞かれますが、本人
が望んだ事実婚です。「私は芸能人と同じ名前で
す。」
これまでに６組のカップルが離婚しました。知的
障害のある彼らも、浮気をします。また、浮気をさ
れることもあります。浮気があっても２人の暮らし
を続けるカップルもいます。その反面、浮気をした
から離婚するカップルもいます。
次に死別です。これまでに５組のカップルが死別
しました。右下のカップルは、印象に強く残るカッ
プルです。告別式の前夜、自宅でお通夜を行った
後、次の日僕はおうちに行ったんですけど、男性は
亡くなった奥さんの寝ているお布団に一緒に入っ
て、横に寄り添って寝たとを教えてくれました。

女性は急性骨髄性白血病と判明して、約半年間、

徹底的に医療拒否でした。主治医とめちゃめちゃも
めます。親族や親戚とももめます。治療方針も、お
葬式も、お墓も、相続も、決定の主体者は本人であ
ることが、何度もゆがめられそうになりました。そ
れだけでなく、この女性は病院も飛びだし、家も飛
びだして、私たち支援者もとても困りました。闘病
の半年間、私らしい暮らしや生き方をちゃんと支援
できたかどうか。僕は、自分は不十分だったと思っ
ています。ただ、パートナーが亡くなってから男性
が何度も何度も言う言葉があって、僕の気持ちは救
われました。「ミチコはほんまにええ嫁やった。」
左上のカップルは七回忌法要を２年前に行いまし

た。パートナーが他界して９年になりますが、今も
毎朝、仏前のお花のお水をかえて、ご飯をよそって
話し掛けています。「朝は手を合わせて、おはよ
うって言います。」
長年２人で支え合う暮らしを続けてきた人が、あ

る日、大きなお別れの経験をして、単身になりま
す。もちろん、必要としてくれれば単身になった後
もサポートは継続しますが、この男性お２人は、お
酒の量が増えました。現在の２カップルは支援から
少し距離を置いて、自分たちで暮らす選択をされて
います。したがって、３０組のカップルが生まれまし
たが、死別とか離婚とかいろいろあって、カップル
だけでいうと１７組を愛育会のセンターが支援してい
る状況です。
次に子育てのことです。子どものいるカップルは

８組です。子どもの総数は１３人です。資料では１２人
になっていますが、訂正をお願いします。ただし、
子育てカップル８組のうち４組のカップルは子ども
さんが成人になっています。子育てとしては一段落
している状況です。子育て真っ最中のカップルは半
分の４組で、一番最近の出産は今年の２月です。子
育てのことを議論する時、支援者の目線だけで話を
することに、僕は違和感があります。
２組のカップルに意見をもらいました。上の写真

が阿部さん、下が大滝さんです。子育ての話の前
に、まず、子どもを欲しいと思った理由をそれぞれ
に聞いてみました。
（阿部正明）「純粋に二人の子どもが欲しかった。
「子どもができたら大変よ」って周りの人が言うけ
ど何が大変なんか分からんかった」（阿部礼子）「ふ
うふの形を残したかった。元々、おばちゃんから聞
かれてたし。」
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（大滝ツカサ）「自然の流れだった。ほしいとは
思ってた。」（大滝ヒカル）「自分は色々あったか
ら、幸せな家庭を作りたかったからです。」
次に、子育てする前にどんなことが不安だったで
しょうか、聞いてみました。
（大滝ツカサ）「夜泣きは不安だった。あるかなっ
て。」（大滝ヒカル）「自分たちだけで育てられるか
不安だった。」
大滝さん、特に女性のヒカルさんは子どもをつく
るというとても強い意志を持っていました。そのヒ
カルさんが「自分たちで育てられるか不安だった」
と言います。想いと裏腹の意外な一言です。実際、
ヒカルさんは幼い頃から子育てする家族の姿を見て
いないので、子育てのイメージを持ちづらかったこ
とが、この言葉に影響していると僕は感じました。
（阿部正明）「どうなるか不安は少なかった。楽し
みが多かった。」（阿部礼子）「早とちり。私、おっ
ちょこちょいで、すぐ、まちがうから。」
阿部正明さんは、常々、子どもができることにつ
いて「不安は少なかった」と言います。確かに、頼
もしい一言です。一方で、阿部さんカップルの生活
実態は、出産間近でも、正明さんは預貯金を浪費
し、何度も家計がピンチになってます。子どもがで
きるまでは、自分の都合の悪い部分が明らかになる
のを嫌って、支援を受けることに拒否的でした。支
援を受けて、自分の都合の悪いことが明らかになっ
て、他者から何か言われたくないと強く思っていた
と僕は思います。正明さんは出産当時から「心配な
い。」「不安はない。」と口にしてました。だから、
この言葉は、とても正明さんらしい一言です。一
方、阿部礼子さんは、心配性で、おっちょこちょい
な性格。支援を受けることに前向きで、正明さんと
は意見が真反対でした。最終的に、２人で話し合っ
て、必要最小限の支援だけ受けることに、２人は決
めました。
次に、左の写真、阿部さんカップルの出産では、
早とちりでおっちょこちょいの礼子さんが、「お印
が出た！お印が出た！」「もうすぐ！もうすぐ！」
と数十分置きに電話をかけてきました。お印とは出
産直前に出てくるおりものの一種ですが、陣痛の間
隔もまだ狭くなってないのに、何度も先走ってそう
いう電話をかけます。慌てて自分たちで病院に行き
ますが、まだ早いので、何度も病院から帰らされま
した。礼子さんらしいエピソードの一つですが、出

産とか赤ちゃんのお世話の仕方、育児などは、子育
てに直結した支援です。
そして、こちらの写真は、大滝さんカップルで
す。ヒカルさんは強い想いがあって、結婚する前か
ら「幸せな家庭をつくる」、「子どもは３人つくりた
い」と話してました。今年の２月に無事３人目を出
産しました。ただし、３人目をつくるときには作戦
会議を開きました。その結果、１つは生活費の持ち
方を簡単でお金のたまりやすい方法に変えました。
夫婦の負担を減らし、子どもの成長に合わせた将来
のお金をためていくためです。
２つ目に、仕事を変わることにしました。給料を

増やし、以前の会社より仕事の休みを取りやすくす
るためです。３つ目に、２人の強い希望で、ファミ
リーカーを購入しました。三人目が生まれてからで
は、どんどんお金をためる余裕がなくなるので、思
い切ってすぐに購入しました。直接的な子育ての支
援ではありませんが、家計や仕事、将来設計の支援
は、子育てに関連する大切な支援です。大滝さん
カップルにとっても、子育てに関連する大切なポイ
ントでした。作戦会議の後、ファミリーカーをすぐ
買って、ツカサさんがシフト勤務の仕事を辞めて、
新しい就職先が見つかって、しばらくしてきっちり
待望の３人目を授かりました。

子育てを経験して、どんなことが大変だったので
しょうか、聞いてみました。
（大滝ヒカル）「ミルクの作り方。離乳食全部。」
（大滝ツカサ）「オムツ交換とミルク作り。初めて
だから分からんかった。ココの時は病気。」ヒカル
さんは意志が強くて何でもかっちりしたい性格で
す。ヒカルさんはミルクとか離乳食をどうしたらい
いか、さじ加減が分からなくて育児書を買いまし
た。だけど、育児書に書いてあるとおりにしかしな
かったので、「ミルクは３時間置きに飲ませる」と
書いてあるから、８時の次は１１時まで飲ませない。
１０時半、目の前で赤ちゃんがおなかをすかせて大泣
きしている。１０時４５分、さらに大泣きしてる。だけ
ど、１１時じゃないからあげない。育児書通りじゃな
くてもいいよ、だいたいでいいよと言われるけど、
それが分からないし不安だった。
（阿部礼子）「夜泣き。パパに相談した。ほとんど
任せとったけん。」（阿部正明）「病気。症状とか、
様子見とくこと。」
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阿部礼子さんは、困ったとき、不安に思う時、い
ろんな判断をパパに任せるという作戦です。
最後に、子育てしていてどんなことが頼りになっ
たんでしょうか、聞いてみました。
（大滝ヒカル）「保健師さんと保育士さん。乳幼児
保育もたすかった。ママ友も。」（大滝ツカサ）「支
援者にたよることはある。助かることもある。」
ほかのエピソードも紹介します。１人目のミミさ
んが生まれた後、ミミさんが熱を出すたびに、ヒカ
ルさんは支援センターへ電話をかけてきました。支
援センターじゃなくても保健師さんや保育士さん、
ママ友達に相談することを覚えて、今では電話をか
けてくることはほとんどなくなくなりました。
３人目の出産時はみんなで見守りに行って、阿部
さんの子どもさんも一緒に行って、僕が駆け付けた
時にとった写真ですが、ヒカルさんは余裕たっぷ
り、携帯電話で友達としゃべっていたという写真で
す。「２人目、３人目は何となくいけるよってみん
なに言うといて」というのが、ヒカルさんからみな
さんへのメッセージです。
（阿部礼子）「会社の人がアドバイスしてくれた。
ウイング松茂のボランティアさんに聞いた。」（阿部
正明）「ヘルパーさんが助かったと言えば、助かっ
た。」
阿部礼子さんが言ってるウイング松茂は障害のあ
る子どもを持つ家族会です。お母さん方が、ボラン
ティアで子育て支援の協力をしています。
支援嫌いの正明さんが、ヘルパーさんが助かった
と思えたのは驚きです。ヘルパーさんだけでなく、
お金のトラブルを繰り返していたのでお金の管理を
社会福祉協議会に頼むようになりました。部屋の中
が物の山になって、業者に頼むと３０万円以上の見積
もりが出ました。物の山を片付けて、ヘルパーさん
が来てくれるようになって、一番に喜んだのはなん
と子どもさんでした。「お母さん、家がきれいに
なった」と嬉しそうでした。
とても近い時期にカップルになった２組です。年
頃も近いし、同じマンションのご近所の部屋に住ん
でます。お互いに行き来してやりとりしてます。だ
けど、カップルそれぞれに違いがあります。興味深
いと思いました。
支援のこと一つ取っても、それぞれ違いがありま
す。支援に拒否的だった阿部さんカップルは、結果
的に社協とかヘルパーを活用してます。すぐそばに

住んでいる大滝さんカップルは、ヘルパーが来るの
を見てますが、支援者に頼ることが好きだったの
に、福祉サービスを頼ることは選んでいません。自
分たちでやりくりしています。
また、カップルそれぞれの違いだけではなく、一

人ひとりの不安や困ったこと、頼りになったことが
違っていることも興味深いです。

確かに知的障害のある彼らが子育てする上で、困
難なことはあるかもしれません。しかし、例えばこ
の４人には知的障害があるというだけで、抱えてる
困難とか不安に思うことは人それぞれであるとあら
ためて思いました。
すみません、時間が過ぎてるんですけども、僕が

大切に感じていることです。
「彼らが一住民としてくらすこと」「仲間や町の
人とのつながりがふえていくこと」「町の中に様々
なつながりをもてること」「自分たちで（二人の）
暮らしを決定し、創っていくこと」それを応援した
い。支援したい。
一方で、彼らの子育ては、支援者が中心になって

支えられているのではないと思っています。われわ
れの支援ではなく、町の中のさりげないつながりと
か仲間が、より本人の力になります。
結婚カップルに限られたことではなく、障害のあ

る本人が主人公になり、個人の人格や個性、想い、
願いを中心にした、画一的ではない日常生活をどう
実現するか。それをどう支援するか。
ご清聴ありがとうございました。
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Chapter 2-3

障害のある人が子どもを育てることへの支援 ～結婚推進室「ぶ～け」の取り組から～

社会福祉法人 南高愛隣会 ぶ～け
松村 真美氏

松村：皆さんこんにちは。長崎県から参りました、
社会福祉法人 南高愛隣会の松村と申します。今日
はよろしくお願い致します。
先ほど、佐野さんが歴史のある四国での実践を発
表されましたけれども、それを追い掛けるように、
南高愛隣会も平成１５年から結婚推進室「ぶ～け」な
る取り組みを始めまして、今年で１５年目になりま
す。
その実践について、体系や仕組みなど事業の内容
を中心にご報告したいと思います。まず、自己紹介
をしたいと思います。私は大分県生れで、福祉の勉
強をしたくて長崎に来て、入所型の施設で暮らして
る人たちってどう思ってるんだろうと思い、いろん
な実習先を見て回りました。これが私の仕事に就く
きっかけとなりました。今から３８年も前のことで
す。
県下、県外、いろんなところを見て回ったんです
が、施設とは希望に満ちた所とイメージしていまし
たがそうではありませんでした。それで３０カ所目ぐ
らいに行ったところが、この南高愛隣会で、その頃
に「入所施設は一過性、一度利用したら必ず本人た
ちの願いをかなえるために存在する専門機関」とし
ての「自立機能を持つ、そういう施設にしたい」と
いうことに非常に感銘を受けて、私もその手伝いが
したいという思いで、この南高愛隣会に就職しまし
た。
それで、ひたすら現場で利用者と夢はどうやった
らかなうんだろうって、一人一人聞いてみると、ふ
るさとに帰りたい、就職したい、という声が多く聞

こえてきました。そして一人一人のプログラムをつ
くって一日でも早くその夢がかなうように考え、地
域に向けての支援に取り組みました。
私が３０歳の時、更生寮の施設長になりました。ず

いぶん若かったんですけれども、「この施設を使わ
ずして地域で暮らすことができないのか」と考え、
地域に分散してそこに支援を広げていくということ
を実践しました。そして、後年、国の制度もその方
向に進み、障害者自立支援法が平成１８年に施行され
ました。この機に重度の人も高齢の人も、みんな地
域に出て暮らせるようにしました。自立支援法のグ
ループホーム、ケアホームの制度を使い、それまで
２０年ぐらいずっと準備してきた甲斐あり、無事入所
更生施設の５０人と、入所授産施設の５０人の全ての人
が地域のグループホームへ移行しました。
ということで、私が今ぶ～けを語るにあたり前段

をお話したわけです。入所施設とは全然関係ないよ
うに思われるのですが、施設の限られた環境の中で
は恋をしたとしても交際～結婚～子育てという様な
未来は語れなかったんです。
みんなが地域に移った後に、そして、みんなが出

ていった地域でまた仕事をするんですけれども、何
を目的に今から取り組んでいこうかと思ったとき
に、利用者に聞き直そうとアンケート調査をしまし
た。
当時、３００名ぐらいですかね、すでにもう地域で
暮らされてたんですけれども、長崎県内の福祉大学
の３年生、４年生にボランティアで来てもらって、
３０項目にわたる訪問面接によるアンケート調査をし
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たんです。
暮らしは満足されてますか、どんな仕事ですか、
仲間はいますか、食事はどうですか、医療はどうで
すかってさまざまなことを聞いて、その中で今後ど
のような暮らしをしたいですかと問いかけました。
結果、その４０％の方が、愛する人と巡り会いたいん
だっていうことを回答されました。
ただ地域に住むだけではなく、「愛する人に巡り
会いたい」。それは私たちと何ら変わることはない
ことではないでしょうか。地域で暮らすっていうこ
とが特別なように思ってたけど、私たちが人生の中
で愛する人に出会ったりすることと同じように出会
いのチャンスとサービスとしてつくっていこうとを
教えて頂きました。そして、「ぶ～け」の活動を積
極的にしていくようにしました。ということで、障
がいのある人たちの夢や希望に推されて「結婚推進
室ぶ～け」は誕生したわけです。
これが長崎県の地図です。創立して４０年目を迎え
る法人です。現在のテーマは、「生きる誇りへの挑
戦」ということで、２代目理事長を先頭に、この言
葉をモットーに今取り組んでいっております。
６３の事業が県内各地で展開しておりますけれど
も、北は佐世保から南は島原、長崎と、５つの拠点
を中心にサービスは展開しております。そういう中
で制度はないのですけれども、法人が自主事業とし
て運営しているのがぶ～けの活動になります。

この写真が４０年前の、昭和５３年に建った入所型施
設です。それが今右の写真のように町の中のグルー
プホームになっていますし、重度の方や高齢の方も
もちろんみんな地域に出ていったわけです。
よく思うのですが、どんなに優れた支援者と巡り
会っても、この真ん中の方たちのこの幸せそうな、
こんなに素晴らしい表情というのを私たちは引き出

すことができない。私たちが支援するというのは、
そういう人たちと巡り会って幸せに暮らしていくと
ころのサポートをいかにするかっていうところが大
事じゃないかなと思っております。
先ほど言いましたアンケート結果ですが、「誰と

暮らしたいですか」っていう希望については１０年前
は４０％、現在５９％の人が結婚生活やパートナー生活
を希望されています。（パートナー生活とは入籍を
していない同棲生活）。それから、１人暮らしをし
たいなという人たちも、ちなみに１６％ほどおられま
す。
運営方法については、入会制（会費）を取ってお

ります。入会した人たちにチャンスの機会をつくっ
て、交際が始まった後も、その後もサポートしてい
きます。子どもができた後の子育てについてもサ
ポートしていくことにしています。平成２６年には、
会費制にして１人１月２，５００円の会費を頂いて、そ
れプラス法人が貢献事業として人件費を出して、こ
の事業を運営しています。
事業内容としては、①自分磨きスキルアップの開

催②出会い・婚活のサポート③夫婦・パートナー生
活の応援④子育てサポートの４本柱になってます。
特に自分磨きのところは、相手が欲しい、パー
ティーに行きたいといっても、例えば、恋人を探す
ために身だしなみの勉強をしたり、それから、付き
合い方とか体の勉強だとか、性にまつわるいろんな
ことを勉強しながら知識を持ち、情報をもらってい
く機会をたくさんつくっていきましょうという取組
みを行っています。
支援の流れですけれども、出会い、交際、結婚、

出産、育児と続きます。生まれた後は私たちは大人
になるまで、お母さん、お父さんのバックからしっ
かり応援していきます。本人たちが子どもが欲し
いって言われたときに、その意思を確認するとき
に、子どもが大人になるまでは頑張れますかって問
います。本人たちがほんとに頑張って育児する！
っておっしゃったときには、それだったら２０年間、
私たちもバックから応援しますよっていうことに決
めています。
支援の体制としては、専任の職員を３人配置して

おります。結婚推進に係るいろんなイベントを開催
したり、本人たちの悩みを聞いたり、さまざまなこ
とを専任の職員３人で担当します。それから、３人
だけでは足りませんので、県下各地に展開している
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１４のグループホーム事業所に各１人、ぶ～けの窓口
の職員を指名しております。ですから、グループ
ホームで、ぶ～けに関するようなことがあったらそ
の支援者のところに情報が集まるように、それを吸
い上げて一緒に考えていくこととし、全体を調整し
ていきます。
５年前から強化しているのは、子育ての経験もあ
るし地域にも精通している年配の世話人に加えて、
若手のスタッフを、研修として、また、ぶ～けを支
援するという意味で「ぶ～け支援委員」として指名
し、２年間側面から支えてもらいます。人が幸せに
なっていくというのはどういうことなのかというこ
とを２年間勉強してもらうために法人が任命をして
おります。

彼らがすることはイベントの企画やサポート、研
修企画です。愛する人を見つけるというサービスは
みんながとても欲しいわけで、だからこそ関わるス
タッフは人権に関してやコミュニケーションをどの
ように取っていくかというようなことをしっかり学
んでいくことが大切です。
又、今やってるぶ～けの活動の内容をまとめた
り、分析をしたり、課題をまた現場にフィードバッ
クさせたりというようなことをこの若手がするよう
にしています。若手と年輩のスタッフたちの合体形
が、今のぶ～けの組織のおもしろさになっているか
と思います。
このようにたくさんの人がぶ～けに携わり支援を
していますが、それぞれスタッフの流儀や、価値観
で愛する人との幸せづくりの支援に入っていくとず
れが出たり、職員の自己満足に陥ったりしますの
で、このぶ～けに関わるスタッフの統一的な、基本
的な姿勢というところをきちんと定めております。
７つの基本姿勢です。１つ目が、人を愛するとい

うことはとても大事なんだよということ。２つ目
が、個人的な価値観は押し付けないこと。本人の気
持ちを優先しますということ。３つ目は、親や家族
の意見と本人の意見が違うときに私たちは本人の意
見を優先しますよっていうことを明言しておりま
す。かといって、親御さんと敵対したりとか、親御
さんが悲しい状況になるのは、利用者は同じく悲し
くなりますので、そういう場合は親御さんも納得し
ていただけるような、少し長いプランで関わってい
くようにしています。穏やかなスタイルも取って
いっております。４つ目に、籍を入れるということ
と結婚生活、同棲生活はパートナー生活と呼んでい
ます。これは実態的には同じことと捉えています。
５つ目、命の尊厳です。子どもを授かるということ
はとても尊く、大事なことです。６つ目、同性愛に
ついても非難や差別はせずに、愛することには変わ
りないということで統一しております。それから７
番目、子どもが障害のあるわがパパ、ママ、親を尊
敬するような子育て支援をしていきましょうという
こと。この７つを月に１～２回集まるんですけれ
ど、毎回読み合って、私たちの姿勢はこれで間違い
ないねっていうことをずっと刷り込みながら共通の
ルールにしております。
次にぶ～けの活動内容ですが、３つの会員で構成

しております。Ａ会員が恋活、婚活参加の会員で
す。今から恋人を探していきたいんだという人たち
のサービスメニューを展開します。Ｂ会員というの
はすでに結婚、パートナー生活や、子育て中という
ような人たちへの支援です。長らくパートナー生活
とか結婚生活が続くと、こんなはずじゃなかったと
か、２～３年前はラブラブだったのに、何だこの冷
たい空気は！とかいうようなことが時としてあるん
です。そんなときに、同じような立場の人たちが集
まっておしゃべり会をしたりとか、旅行に行ったり
気分転換を提案したりします。一番喜ばれているの
はパパさん会です。先ほど、キャサリンさんのお話
にもあったように、ママには注目が行くんですけど
パパにはあまり注目が行かなくて、ずいぶん孤独で
大変な思いで子育てに関わっていきます。そういう
同じような境遇にあるようなパパさんたちに集まっ
てもらって、悩みや、愚痴などを言いたい放題言う
ような会を催すと、自分だけじゃないんだとか、お
まえもそんなことを感じてたのかとか様々な共感を
聞くことができます。そんなときに先輩パパさんか
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ら、「そんなときにはこうするんだよ」ってアドバ
イスをもらったり、男として、おやじのつらさみた
いなことをピアカウンセリングでみんなで共有して
いくみたいな、こんなサービスもしております。と
てもこれは人気です。
Ｃ会員はお試しも含めて、ほかの法人とか在宅の
人とかに案内し、愛隣会以外のところにも入会を勧
めております。メンバーを増やすことで新たな出会
いも期待できます。そういうことで、会員によって
基本的には成り立っている組織です。
今一番力を入れて取組んでいるのが、性の支援と
家族計画です。カップルになると子どもが欲しいと
て言われる方も多いです。そういう希望はもちろん
ちゃんと聞いていくんですけれども、今の自分と将
来の希望を聞きながら、いつの頃にどんな実現をし
ていくのかというようなことを具体的に話し合って
いきます。子どもが生まれるということは成人する
まで責任のあることなんだよっていうこともしっか
り話をしていきます。確認項目で書いたのですが、
そういうやりとりの中で私たちが、こういうことは
きちんと踏んでいこうということで進めている内容
です。
まず、知識の確認。どんなことをご存じないの
か、関係の取り方、マナーであったり、性的なこ
と、そういったことをしっかり学んでいただきたい
と考えております。
よく、その言葉自体統制されてないことがありま
す。例えば、赤ちゃんが生まれる。セックスとか出
産とかそれにまつわることをずっと学習していくと
きに、例えば、胸１つを取ってもボインと言った
り、胸って言ったり、乳房って言ったり、それぞれ
呼び方が全然違うんです。そういう一つ一つの用語
であったり行為であったり、そういったことも案外
学校時代から学んでる人たちはほとんどいなくて、
そういうことを１つずつ、恥ずかしいことじゃな
い、今からでも学ぼうということで、１つずつ丁寧
に学習しながら進めていきます。
パートナー生活が決まったら、いきなり子どもが
欲しいとおっしゃるときには、イメージとしてはそ
の方たちは１歳ぐらいのナナセちゃんみたいに、お
膝に載って、かわいらしいねって言えるような子ど
もをイメージするんですね。けども、産声を上げた
赤ん坊は夜泣きもたくさんしますし、ママ以外の方
には抱かれなくて、大泣きすることが普通ですよ

ね。そういうことってイメージ全然できてないの
で、いろんな協力を得ながら、抱っこを１０分でもさ
れてみますか？といって体験をしてもらうと、「子
どもってこんな泣くんですか」とか実感の言葉が聞
かれます。パパが出張でいない時にお泊まりを
ちょっとお願いしたりして、夜泣きに対面してみた
り……。なかなかこういう体験っていうのは難しい
んですけど、体験を通して子育てとは、子どもを産
むってどういうことなのっていうことをしっかり分
かっていただくようにしています。もちろん、専門
のお医者さまたちにもいろんなカウンセリングを
取ってもらったり、それから、経済的にどうなのか
とか、ほかの先輩方との交流を見たりとかいうよう
なことも、なるべく体験をしながらご本人たちが主
体として熟考して、子どもをつくるかどうかを考え
られるようサポートをしています。

現在のぶ～けの分布は、年齢は３０代、４０代が６０
％。中には５０代もいますし、７０代の方も入られて
て、結婚までは考えんけれども、茶飲み友達のよう
な連れ合いが欲しいんだっていうようなことで参加
されている方もあります。
障害程度は、区分３、４の中度からちょっと重度

に掛かった方が５５％。中には区分５、区分６の重度
の方たちもおられます。こんな方たちはヘルパーさ
んと一緒に合コンに来られます。ほんとに一緒に結
婚したり暮らしたりっていうことを望まれてるかど
うかは個別なので、まだ区分５の方がパートナー生
活でおられますね。比較的３、４の人が多いのが実
態になります。実情としては今会員が１９０名で、結
婚、パートナー生活が２４組。付き合っている方たち
が２３組。今まで全部でパートナー生活、結婚生活を
送った方が３９組。そのうち、うちも破綻もありま
す。一緒に暮らしたんだけど残念ながら、お別れに
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至ることもあります。理由として、性の不一致、性
のエネルギーの差みたいなこともこの６組の中には
ありました。
子育て中の家族は現在３組ですけれども、今まで

１５年の間には８人子育てしております。シングルで
育て上げた方がお２人。あと６人は入籍して子育て
をされてます。
又、ぶ～けに１回入るんだけれども、ほかの支援
で、やっていけそうという場合は、途中でぶ～けを
退会される方もおられます。でも、退会された後
に、何か困ったときに飛んできてくれるぶ～けの支
援が欲しいっていう方はまた入会されたり、それも
ＯＫっていうことで、本人たちの必要に応じて動い
ていっております。
それから、親御さんが障害なので、子どもさんも
障害かといったらそうでもなくて、障害がなく育っ
ていく子どもさんもおられます。一番年の上の方が
２６歳です。だいたい皆さん、０歳から６歳ぐらいま
では皆さんぶ～けをふんだんに使ってくださるんで
す。小学校入ったぐらいのところからほかのサービ
スとかも使って大丈夫かなって、自信が付いてきた
りして退会される方もいます。
先ほど、２６歳になる子どもさんを持った方の事例

をちょっとだけご紹介をしたいと思います。Ｎさん
とおっしゃるんですけども、２７年前のお話です。２７
年前は南高愛隣会もぶ～けももちろん何もなくて、
グループホームの制度が始まったばかりのところ
だったんですけれども、好きな人が職場にできて、
何と黙って黙って、生理がないことも誰にも相談せ
ずにおられたＮさんだったんです。健康チェックを
されてたんですけど、それに生理日に丸が入って
て、気付いた時にはもう７カ月を迎えておりまし
た。本人は好きな人の子どもなので産みたいってい
う気持ちが強かったんですけれども、支援者は猛反
対をしました。
シングルで、お母さん１人で、しかもこのＮさ
ん、障害は軽くはなくて、子育て支援の制度も何も
なくて、そして本人も何の経験もないのに……。Ｎ
さんは入所施設で小さい頃から育っているので、家
庭生活だとか子どもをどのように家庭が育てていく
のかというようなこともわかっていなくて、支援者
は大反対をするんですけれども、結局、本人の強い
意志で出産をすることになりました。生まれた後は
世話人さんがボランティアで２４時間３６５日支援をし

て、本人が一生懸命頑張って育児をされてました。
本人が、自分が子育てをしたい、愛する人の子ども
を育てたいと切に思い支援者もその強い意志に動か
されました。結局結婚はできなかったんですが、一
生懸命育てて立派な子どもに育ちました。Ｎさんの
子どもを育てていく姿が周辺の職員の意識を本当に
変えてくれました。一番変えてくれたのはこの私で
す。一番この時に反対をしたのも私で、制度もなく
て誰が育てるのかっていうようなことで、ずいぶん
間違ったことを言ったもんだと今となっては後悔し
ています。
先ほどキャサリンさんのお話の中で、逸脱の循環

と能力の循環という話がありましたが、まさに逸脱
の中心にいて、本人の成功体験を見ていくことに
よって、大変だけれども、できないことじゃないん
だということをほんとに教えてくださった事例で
す。

今このＮさんに、あなたの人生はどんなものです
か？と聞くと、「息子は私の人生の宝であり誇りで
す」と。産んだことに間違いなかったと胸を張って
言ってくださいます。その言葉は私の、この今ぶ～
けの支援に携わっている中での中心になっておりま
す。
次に、乳幼児期までの子育てに必要な支援につい

てです。８人の子育てを手伝う中で、フォーマルだ
けでも足らないし、インフォーマルも含めてこれら
のたくさんの支援が要るということを示しました。
現在のところ相談支援専門員とぶ～けが要になっ
て、ここの中心で必要なところをコーディネートし
ております。
次に、子育て家族に必要な支援ということです。

知的障害のある人たちが苦手とするところは手続き
や金銭管理、病院受診があげられます。自分の症
状、子どもの症状を的確にドクターに伝えることが
苦手だったり、困ってることがうまく理解できてな
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いということが多い。この４つが主に上がってきて
おります。
これは子育て家庭に限らずに、今１人暮らしの支
援もしてるんですけども、その中でも同じ項目が上
がってきております。プラス子育てのところで難し
いことは、子どもの成長にあわせた対応です。子ど
もは成長、発達していくので、育児内容や教育内容
が変わっていきますが、それに呼応していくことが
非常に難しいです。
ですから、いろんな機関とチームになって関わっ
ていくということがとても大事だと思っておりま
す。８組のどの人も子育ては大変だけれども、「こ
の子どもが自分の支えだ、子どもが宝だ」と口をそ
ろえて言ってくださるのが私たちの励みになってお
ります。
最後に、制度的なところなんですけれども、やは
りボランティアで、任意でやり続けるというのは人
が続いていきません。今ある制度の中で加えてくれ
るとずいぶん後押しになると考えてるのが、グルー
プホームの子育て加算です。グループホームの制度
は大人の支援ですけれども、そこに愛する人と暮ら
したら子どもができるとその子どもは児童福祉法の
対象なのです。
ここで親の支援としてグループホームに関わるの
ですが、子どもができた場合に子育て支援加算みた
いなものが付いて人が動けるという支えがあると
もっと多くの方たちが今よりも安心して出産できる
と考えます。
終わりに、各関係機関の連携です。当然のことな
んですが、その上で子どもを産み育てるという希望
がかなう社会になっていってくれたらなと思いま
す。先ほど、キャサリンさんがおっしゃったよう
に、権利条約でも書かれております。障がいのある
人もない人も同じく、出会い、それから恋をして、
時には失恋もし、そして結婚して子育てのできるよ
うな社会を実現していくことを祈念して、私の話を
終わりにしたいと思います。ご清聴ありがとうござ
いました。
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